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周
作
人
と
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』―

羅
念
生
と
の
交
流
を
め
ぐ
っ
て

根
岸
宗
一
郎

　

一
九
三
七
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
て
北
京
が
日
本
軍
の
占
領
下
に
入
る
と
、
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
北
京
を
脱
出
し
た
。
北

京
大
学
に
お
け
る
周
作
人
の
同
僚
で
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
専
門
家
で
あ
る
羅
念
生
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
周
作
人
は
北
京

残
留
を
選
択
し
、
そ
の
後
「
対
日
協
力
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
時
期
の
周
作
人
に
関
し
て
は
、
特
に
木
山
英
雄
『
周
作
人

「
対
日
協
力
」
の
顛
末
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
羅
念
生
全
集
』）

1
（

に
収
録
さ
れ
た
羅
念
生
の
証
言
を
手
掛
か
り
に
、
北
京
残
留
当
初
の
周
作
人
の
一
側
面

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
羅
念
生
に
よ
る
と
、
北
京
脱
出
時
に
周
作
人
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
エ
ウ
リ
ピ
デ

ス
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
翻
訳
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
と
言
う
。
こ
の
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
作
品
の
中
で
も

特
異
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
軍
に
よ
る
占
領
と
い
う
状
況
下
で
北
京
残
留
を
選
択
し
た
周
作
人
が
、
北
京
を
脱
出
す
る
羅
念
生

に
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
翻
訳
を
托
し
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
先
ず

周
作
人
に
よ
る
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
解
釈
を
明
ら
か
に
し
、
羅
念
生
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
か
、
ま
た
、
羅
念
生
が
何
を
受
け
取
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っ
た
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
北
京
残
留
を
選
択
し
た
当
初
の
周
作
人
の
意
識
を
検
討
し
た
い
。

1
．
周
作
人
と
羅
念
生
の
邂
逅―

二
人
の
ギ
リ
シ
ア
文
学
者

　

周
作
人
は
一
九
一
七
年
に
北
京
大
学
教
授
と
な
り
、
九
月
か
ら
ギ
リ
シ
ア
文
学
史
の
講
義
を
担
当
し
た
。
翌
年
、
講
義
録
を
ま
と
め

て
刊
行
し
た
『
欧
州
文
学
史
』）

2
（

の
中
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
史
が
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
、
中
国
初
の
ギ
リ
シ
ア
文
学
史
と
も
な
っ

た
。
ま
た
、
周
作
人
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
北
京
大
学
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
続
け
て
お
り）

3
（

、
北
京
大
学
に
お
い
て
周
作
人

は
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
、
ギ
リ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
経
験
を
も
つ
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
専

攻
の
羅
念
生
が
北
京
大
学
外
文
系
講
師
と
な
り
、
日
中
戦
争
勃
発
ま
で
の
二
年
間
を
周
作
人
の
同
僚
と
し
て
過
ご
し
た
。
周
作
人
が
序

を
寄
せ
た
鄭
振
鐸
編
著
『
希
臘
神
話
』）

4
（

が
出
版
さ
れ
る
（
一
九
三
五
年
二
月
）
と
、
羅
念
生
は
「
評
『
希
臘
神
話
』（
鄭
振
鐸
編
著
）」）

5
（

を
「
宇
宙
風
」
に
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
羅
念
生
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
翻
訳
『
希
臘
擬
曲
』）

6
（

の
訳
者
周
作

人
が
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
の
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
翻
訳
を
完
成
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る）

7
（

。
羅
念
生
は
、
二
〇
歳
年
上
の
先
輩
で

あ
る
周
作
人
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
翻
訳
に
関
す
る
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
言
え
る）

8
（

。

　

一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
て
北
京
が
日
本
の
占
領
下
に
入
る
と
、
羅
念
生
は
北
京
を
脱
出
し
、
香
港
経
由
で
成
都
へ

向
か
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
を
専
門
と
す
る
羅
念
生
は
、
北
京
を
去
る
直
前
に
周
作
人
か
ら
掛
け
ら
れ
た
言
葉
を
一
九
四
一
年
に

次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
ま
た
北
平
（
北
京
：
筆
者
）
を
出
る
時
に
一
人
の
老
人
か
ら
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
を
早
く
訳
出
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
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周作人と『トロイアの女』

訳
者
は
思
い
出
し
た
。『
こ
の
悲
惨
な
詩
歌
は
私
た
ち
の
警
戒
心
を
喚
起
し
、
私
た
ち
の
向
上
心
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
』

と
彼
は
語
っ
て
い
た
。」）

9
（

同
年
一
月
に
周
作
人
は
、
日
本
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
華
北
政
務
委
員
会
の
教
育
総
署
督
弁
（
日
本
の
文
部
科
学
大
臣
に
相
当
す
る
）
に

就
任
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
抗
日
戦
争
の
一
拠
点
で
あ
る
成
都
で
周
作
人
の
名
を
出
す
こ
と
が
憚
ら
れ
、「
一
人
の
老
人
」
と
述
べ
る

に
留
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
七
年
後
の
一
九
四
八
年
二
月
、
羅
念
生
は
「
偉
大
な
作
品
を
語
る
」）
10
（

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
他
に
、
私
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』（
商
務
印
書
館
）
を
翻
訳
し
た
。
私
が
北
平
（
北
京
：
筆
者
）
を

出
る
時
、
知
堂
老
人
（
周
作
人
：
筆
者
）
は
私
に
こ
の
脚
本
を
翻
訳
す
る
よ
う
繰
り
返
し
言
い
含
め
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
、
こ
れ

は
戦
争
を
描
い
た
、
人
間
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
真
に
偉
大
な
作
品
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。」）
11
（

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
で
ギ
リ
シ
ア
に
敗
北
し
て
落
城
し
た
直
後
の
ト
ロ
イ
ア
を
舞
台
と
し
て
い
る
。

ト
ロ
イ
ア
前
王
妃
ヘ
カ
ベ
を
中
心
に
、
ヘ
カ
ベ
の
子
ヘ
ク
ト
ル
王
の
妃
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
、
王
女
カ
サ
ン
ド
ラ
ら
捕
虜
と
な
っ
た
女
た

ち
の
悲
劇
的
境
遇
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
周
作
人
は
、
一
九
三
四
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
『
希
臘
擬
曲
』
の
序
文
で
『
ト
ロ
イ
ア
の

女
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
実
を
言
う
と
、
あ
の
よ
う
な
大
家
（
ア
テ
ー
ナ
イ
時
代
の
悲
劇
作
家
な
ど
：
筆
者
）
に
対
し
て
、
私
は
畏
敬
の
念
が
強
す
ぎ
る
。

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（Euripidēs

）
の
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』（T

rōiades

）
を
読
ん
で
、（
訳
し
た
い
と
い
う
：
筆
者
）
気
持
ち
が
起
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こ
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
気
に
掛
け
た
ま
ま
で
あ
る
。」）
12
（

翌
一
九
三
五
年
に
同
僚
と
し
て
来
た
羅
念
生
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
一
九
三
三
年
に
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
『
タ
ウ
リ
ケ
の
イ
ピ
ゲ

ネ
イ
ア
』
を
翻
訳
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
た）
13
（

。
周
作
人
に
と
っ
て
羅
念
生
は
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
翻
訳
を
任
せ
ら
れ
る
格
好
の
同
僚

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
羅
念
生
は
一
九
四
一
年
に
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
翻
訳
を
完
成
し
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
以
前
に
原
稿
を
香
港

の
商
務
印
書
館
に
渡
す
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年
一
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
香
港
も
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
た
め
出
版
が
見

送
ら
れ
、
一
九
四
四
年
に
よ
う
や
く
重
慶
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
た）
14
（

。

　

周
作
人
は
か
つ
て
一
九
二
四
年
八
月
、「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」（
原
題
：
忒
羅
亜
的
婦
女
）
を
「
小
説
月
報
」
第
一
五
巻
第
八
号
に
発
表

し
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
号
の
「
小
説
月
報
」
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
か
ら
一
〇
年
目

に
あ
た
り
、
反
戦
の
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
茅
盾
「
欧
州
大
戦
与
文
学
」、
傅
東
華
「
非
戦
文
学
砕
錦
」
な
ど
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た

の
が
、
周
作
人
「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
反
戦
的
性
格
を
も
つ
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
紹

介
で
あ
る
が
、
作
品
の
翻
訳
も
一
部
含
ま
れ
て
お
り
、
中
国
最
初
の
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
翻
訳
で
も
あ
る
。
周
作
人
が
執
筆
の
際
に
参
考

と
し
た
の
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
マ
リ
ー）
15
（

の
“Euripides and H

is A
ge

”）
16
（

と
“The T

rojan W
om
en of Euripides

”）
17
（

で
あ
る
。
前
者

は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
伝
記
お
よ
び
作
品
研
究
で
あ
り
、
後
者
は
悲
劇
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
英
語
韻
文
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
周
作
人

は
前
者
の
第
五
章
と
後
者
の
“Introductory N

ote

"
に
拠
り
な
が
ら
論
を
展
開
し
て
い
る
（
以
下
、
前
者
を
マ
リ
ー
書
①
、
後
者
を

マ
リ
ー
書
②
と
略
す
）。
そ
こ
で
次
節
か
ら
は
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
周
作
人
「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」
に
お
い
て
、
周
作
人
が
『
ト

ロ
イ
ア
の
女
』
に
何
を
読
み
取
っ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
一
九
四
四
年
に
出
版
さ
れ
た
羅
念
生
訳
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
に

は
、
訳
者
引
言
と
し
て
詳
し
い
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る）
18
（

。
こ
の
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
訳
者
引
言
と
も
対
照
し
つ
つ
、
周
作
人
が
羅
念
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周作人と『トロイアの女』

生
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
、
羅
念
生
が
何
を
受
け
取
っ
た
か
を
考
察
す
る
。

2
．『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
と
メ
ロ
ス
島
事
件

　

周
作
人
は
マ
リ
ー
書
①
の
論
の
流
れ
を
踏
ま
え
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
成
立
に
関
わ
る
と
さ
れ
る
、
紀
元
前
四
一
六
年
の
ア
テ
ー

ナ
イ
軍
に
よ
る
メ
ロ
ス
島
征
服
か
ら
語
り
始
め
る
。
メ
ロ
ス
島
の
人
々
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
ス
パ
ル
タ
と
同
じ
ド

ー
リ
ア
系
で
、
非
武
装
中
立
を
貫
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
テ
ー
ナ
イ
は
従
属
か
戦
争
か
の
二
者
択
一
を
迫
り
、
メ
ロ
ス
側
が
従
属

を
拒
ん
だ
た
め
、
武
力
制
圧
を
強
行
し
た
。
メ
ロ
ス
島
の
成
年
男
子
を
皆
殺
し
に
し
、
婦
女
子
は
奴
隷
と
し
て
連
れ
去
っ
た
上
で
、
五

百
人
の
移
民
を
送
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
軍
事
的
・
政
治
的
に
は
大
き
な
影
響
が
な
か
っ
た
が
、
ア
テ
ー
ナ
イ
の
心
有

る
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
の
代
表
が
、
歴
史
家
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
と
悲
劇
詩
人
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
二
人
で
あ
っ
た
。
ト

ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
そ
の
著
書
『
歴
史
』
に
お
い
て
二
十
六
も
の
章
を
割
い
て
メ
ロ
ス
島
征
服
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
理
由
を
周
作

人
は
、
マ
リ
ー
書
①
を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
彼
（
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
：
筆
者
）
は
こ
の
事
件
が
ア
テ
ー
ナ
イ
衰
退
の
根
源
に
他
な
ら
な
い
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は

ま
さ
し
く
『
過
度
』(H

ubris) 

と
い
う
大
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
必
ず
自
滅
に
至
る
。
そ
の
上
、
実
際
に
後
日
、

滅
亡
を
招
く
こ
と
に
な
る
シ
チ
リ
ア
遠
征
の
意
図
は
、
今
回
の
メ
ロ
ス
島
征
服
の
考
え
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。」）
19
（

『
歴
史
』
に
お
い
て
メ
ロ
ス
島
征
服
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
破
滅
の
直
前
の
章
に
置
か
れ
て
い
る
。
征
服
を
繰
り
返
す
こ
と
で
破
滅
し
て
い
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く
ア
テ
ー
ナ
イ
を
描
く
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
、
メ
ロ
ス
島
征
服
を
い
か
に
重
視
し
た
か
が
分
か
る
。
一
方
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
は
メ
ロ

ス
島
征
服
の
翌
年
、
紀
元
前
四
一
五
年
春
、
シ
チ
リ
ア
遠
征
艦
隊
の
出
発
準
備
の
最
中
に
、
悲
劇
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
上
演
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
悲
劇
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
た
ち
の
活
躍
が
ホ
メ
ロ
ス
『
イ
リ
ア
ス
』
に
も
歌
わ
れ
た
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
に
取
材
し
て

い
る
。
し
か
し
、
敗
れ
て
捕
虜
と
な
っ
た
ト
ロ
イ
ア
の
女
性
た
ち
を
主
人
公
と
し
て
描
き
、
ギ
リ
シ
ア
の
侵
略
を
非
難
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
マ
リ
ー
は
、「
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
が
、
メ
ロ
ス
で
の
罪
に
つ
い
て
秋
冬
の
間
ず
っ
と
思
い
悩
ん
だ
に
違
い
な
い
」
と
し
、
そ

こ
に
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
創
作
動
機
を
見
る
。
周
作
人
は
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
に
つ
い
て
マ
リ
ー
書
①
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

「
彼
は
（
メ
ロ
ス
島
征
服
の
：
筆
者
）
次
の
年
の
春
、
大
艦
隊
が
ま
だ
出
発
の
準
備
を
し
て
い
る
時
に
、
彼
の
傑
作
の
一
つ
で
あ

る
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』（T

rōades
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
連
合
軍
が
ト
ロ
イ
ア
を
征
服
し
た
こ
と
を
語
っ
た
も
の

で
あ
る
。
伝
説
の
中
の
最
も
栄
光
あ
る
勝
利
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
の
語
り
方
は
非
常
に
特
殊
で
あ
る
。
彼
が
手
で
は
ト
ロ
イ

ア
を
描
き
な
が
ら
も
、
心
で
は
メ
ロ
ス
を
思
っ
て
い
た
と
、
私
た
ち
は
信
じ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
が
描
い
た
の
は
勝
利
の
栄
光

な
ど
で
は
な
く
、
勝
利
の
悲
哀
で
あ
っ
た
の
だ
。」）
20
（

こ
の
悲
劇
の
成
立
背
景
に
メ
ロ
ス
島
征
服
と
い
う
歴
史
事
実
が
あ
っ
た
と
、
周
作
人
は
マ
リ
ー
の
論
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
羅
念
生
も
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
訳
者
引
言
で
、
周
作
人
同
様
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
歴
史
』
の
メ
ロ
ス
島
征
服
に
触

れ
て
い
る
。
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「
こ
の
劇
の
物
語
は
ト
ロ
イ
ア
の
陥
落
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
メ
ロ
ス
（M

elos

）
の

陥
落
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
は
、
紀
元
前
四
一
五
年
に
上
演
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
、
観
衆
は
こ
の
劇
の
筋
を
見
て
、
あ
の
前
年
冬

の
メ
ロ
ス
戦
争
を
想
起
し
な
い
も
の
は
一
人
と
し
て
な
か
っ
た
。
劇
中
の
『
ト
ロ
イ
ア
』
が
即
ち
『
メ
ロ
ス
』
で
あ
り
、
劇
中
の

『
ギ
リ
シ
ア
人
』
が
即
ち
『
ア
テ
ー
ナ
イ
人
』
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
は
一
人
と
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」）
21
（

そ
し
て
、
シ
チ
リ
ア
遠
征
に
つ
い
て
続
け
る
。

「
こ
の
年
、
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
正
に
シ
チ
リ
ア
を
攻
撃
に
行
く
た
め
強
大
な
海
軍
を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。（
中
略
）
そ

の
後
、
シ
チ
リ
ア
に
遠
征
し
た
海
軍
は
完
全
に
壊
滅
し
、
す
べ
て
の
将
校
が
殺
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
哀
れ
な
兵
士
た
ち
が
そ
の
石

切
り
場
で
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
正
に
大
い
な
る
報
い
で
あ
る
。」）
22
（

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
言
葉
を
添
え
て
い
る
。

「
筆
者
は
こ
こ
ま
で
書
い
て
、
眼
前
の
あ
り
さ
ま
を
凝
視
す
る
と
、
歴
史
の
車
輪
は
再
び
そ
の
原
点
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
の
で
あ
る
。」）
23
（

　

こ
れ
を
書
い
た
一
九
四
一
年
当
時
、
羅
念
生
は
抗
戦
の
只
中
の
成
都
に
お
り
、「
眼
前
の
あ
り
さ
ま
」
と
は
日
本
軍
の
侵
攻
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。
日
本
軍
の
侵
攻
を
ア
テ
ー
ナ
イ
軍
の
メ
ロ
ス
島
征
服
に
重
ね
、
日
本
が
ア
テ
ー
ナ
イ
の
轍
を
踏
も
う
と
し
て
い
る
と
、
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羅
念
生
は
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
と
言
え
る
。
羅
念
生
は
さ
ら
に
、
抗
戦
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
、
抗
日
戦
中
の
中
国
を
ト
ロ
イ
ア

に
重
ね
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

「
侵
略
戦
争
の
勝
敗
に
は
常
に
無
限
の
苦
し
み
が
と
も
な
う
。
し
か
し
、
も
し
も
我
々
が
侵
略
に
抵
抗
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
勝
て

ば
当
然
喜
ば
し
く
、
負
け
て
も
栄
光
が
あ
る
の
で
あ
る
。
詩
人
（
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
：
筆
者
）
は
劇
の
中
で
ト
ロ
イ
ア
人
に
と
て
も

同
情
し
、
彼
ら
の
抗
戦
に
同
情
し
て
い
る
。『
深
謀
遠
慮
の
人
な
ら
ば
当
然
戦
争
を
避
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
し
も
避
け

よ
う
が
な
い
時
、
忠
誠
を
尽
く
し
て
国
に
殉
じ
る
英
雄
は
不
朽
の
栄
冠
を
戴
く
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
時
ば
か
り
は
、
生

を
貪
り
死
を
恐
れ
る
臆
病
者
は
恥
辱
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。』）
24
（

我
々
は
今
の
よ
う
な
偉
大
な
時
期
に
あ
っ
て
、
こ
の
脚
本
を
読

ん
だ
な
ら
ば
更
に
我
々
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。」）
25
（

　

以
上
か
ら
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
背
景
に
、
メ
ロ
ス
島
征
服
に
よ
り
ア
テ
ー
ナ
イ
が
破
滅
へ
の
道
を
辿
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
っ

た
と
い
う
認
識
を
、
周
作
人
と
羅
念
生
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
勃
発
で
つ
い
に
全
面
戦
争
に
踏

み
込
ん
だ
日
本
の
姿
を
、
日
本
軍
の
占
領
下
に
入
っ
た
北
京
で
周
作
人
と
羅
念
生
の
二
人
は
見
つ
め
て
い
た
。
周
作
人
は
羅
念
生
と
異

な
っ
て
北
京
残
留
を
選
択
し
た
が
、
知
日
家
で
あ
り
、
か
つ
て
Ｈ
・
エ
リ
ス
を
踏
ま
え
て
日
本
を
「
小
さ
な
ギ
リ
シ
ア
」
と
ま
で
呼
ん

で
い
た
。）
26
（

こ
の
時
、
周
作
人
も
羅
念
生
同
様
に
、
中
国
侵
攻
を
繰
り
返
す
日
本
の
姿
を
、
侵
攻
を
繰
り
返
す
中
で
破
滅
し
て
い
っ
た
ア

テ
ー
ナ
イ
に
重
ね
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
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3
．『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

　

周
作
人
か
ら
羅
念
生
が
聞
い
た
と
い
う
、「
警
戒
心
」「
向
上
心
」
を
喚
起
し
、「
人
間
性
を
高
め
る
」
と
い
う
要
素
と
は
何
で
あ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
周
作
人
「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」
に
お
け
る
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
解
釈
を
見
て
み
た
い
。
周
作
人
は
『
ト
ロ
イ
ア
の

女
』
か
ら
三
つ
の
場
面
を
選
択
し
て
引
用
を
交
え
て
解
説
す
る
。
劇
冒
頭
部
の
ア
テ
ナ
と
ポ
セ
イ
ド
ン
の
対
話
の
場
面
、
中
間
部
の
母

ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
と
子
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
別
れ
の
場
面
、
そ
し
て
、
後
半
部
の
祖
母
ヘ
カ
ベ
が
孫
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
亡
骸
を
前

に
す
る
場
面
で
あ
る
。
先
ず
、
ア
テ
ナ
と
ポ
セ
イ
ド
ン
の
対
話
の
場
面
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
ト
ロ
イ
ア
の
守
護
者
、
海
の
神
ポ
セ
イ
ド
ン
（Poseidōn

）
が
現
れ
、
廃
墟
に
向
き
合
っ
て
嘆
い
て
い
る
。
そ
こ
に
、
ギ
リ
シ

ア
連
合
軍
の
方
か
ら
ア
テ
ナ
（A

thēna

）
女
神
も
ち
ょ
う
ど
や
っ
て
来
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
態
度
を
変
え
て
い
た
。
な
ぜ
な

ら
、
ギ
リ
シ
ア
連
合
軍
が
余
り
に
淫
ら
な
行
い
や
殺
戮
を
行
い
、「
度
を
過
ご
す
」
と
い
う
大
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に

彼
女
も
彼
ら
を
罰
せ
ず
に
は
置
け
ず
、
彼
ら
が
『
永
久
に
家
に
帰
る
こ
と
を
思
い
な
が
ら
も
、
つ
い
に
家
に
帰
り
着
け
な
い
』
よ

う
に
し
よ
う
と
す
る
。」）
27
（

そ
し
て
、
マ
リ
ー
書
①
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
、
ポ
セ
イ
ド
ン
が
ギ
リ
シ
ア
軍
の
破
滅
を
予
言
す
る
歌
を
引
用
す
る）
28
（

。

　

次
に
、
母
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
と
子
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
別
れ
の
場
面
。
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
は
、
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
が
幼
子
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ロ
イ
ア
王
ヘ
ク
ト
ル
の
子
で
あ
る
た
め
に
即
刻
処
刑
さ
れ
る
、
と
伝
え
ら
れ
る
。
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
は
、
胸
に
抱
い
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た
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
に
向
か
い
、
永
遠
の
別
れ
を
前
に
語
り
か
け
る
。
周
作
人
が
引
用
し
た
の
は
こ
の
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
の
台
詞
で
あ

る
。
周
作
人
は
こ
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
マ
リ
ー
書
①
に
拠
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
マ
リ
ー
（Gilbert M

urray

）
教
授
が
『
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
と
そ
の
時
代
』
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
悲
劇
文
学
の
中
で
最
も
心
痛
み
見
る
に
忍
び
な
い
場
面
で
あ
る
。『
こ
れ
を
見
て
初
め
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
を
詩
人
の
中
で
最
も
悲
劇
的
で
あ
る
と
言
っ
た
評
価
を
、
真
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
』。」）
29
（

周
作
人
は
マ
リ
ー
の
論
に
拠
り
、
母
と
子
と
の
永
遠
の
別
れ
の
場
面
を
、
世
界
の
悲
劇
文
学
の
最
高
峰
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

最
後
に
王
妃
で
あ
る
祖
母
ヘ
カ
ベ
が
孫
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
亡
骸
を
前
に
す
る
場
面
。
ト
ロ
イ
ア
の
宿
敵
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
奴

隷
と
な
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
た
ヘ
カ
ベ
が
、
幼
子
に
も
か
か
わ
ら
ず
処
刑
さ
れ
た
孫
の
亡
骸
を
前
に
し
、
埋
葬
の
支
度
を
し
つ
つ
語
る

場
面
で
あ
る
。
周
作
人
は
、
マ
リ
ー
書
①
か
ら
引
用
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「（
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
と
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
別
れ
の
場
面
の
後
：
筆
者
）
メ
ネ
ラ
オ
ス
の
喜
劇
の
よ
う
な
一
場
面
が
間
に
挟
ま
っ

た
そ
の
後
、
再
び
尋
常
で
な
い
凄
惨
な
場
面
が
現
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
が
子
供
の
亡
骸
を
ヘ
カ
ベ
に
返
し
て
埋
葬
さ
せ
る
場
面
で

あ
る
。
一
人
き
り
と
な
っ
た
寄
る
辺
な
い
老
婦
人
が
死
ん
だ
子
供
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。」）
30
（

そ
し
て
、
ヘ
カ
ベ
が
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
亡
骸
に
語
り
か
け
る
長
い
台
詞
を
、
マ
リ
ー
書
②
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
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は
、
周
作
人
が
引
用
し
た
こ
の
台
詞
の
直
後
に
続
く
、
ヘ
カ
ベ
が
埋
葬
を
手
伝
う
捕
虜
の
女
た
ち
に
語
り
か
け
る
台
詞
で
あ
る
。
周
作

人
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
マ
リ
ー
書
②
の
翻
訳
に
拠
る
と
次
の
通
り
。

「
す
べ
て
良
い
の
だ
。
も
し
も
神
が
我
ら
を
手
の
中
で
ひ
っ
く
り
返
し
、
無
理
や
り
我
ら
の
高
き
も
の
を
低
く
為
し
、
我
ら
の
丘

を
揺
る
が
し
て
塵
と
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
我
ら
は
こ
の
栄
光
を
手
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
我
ら
の
悲
運
が
大
地
と
天
国
へ

の
歌
と
し
て
、
絶
え
る
こ
と
な
い
音
楽
と
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。」）
31
（

こ
の
台
詞
を
踏
ま
え
て
マ
リ
ー
書
①
が
述
べ
て
い
る
言
葉
を
、
周
作
人
は
引
用
し
て
い
る
。

「
死
者
か
ら
は
同
情
を
得
ら
れ
ず
、
神
か
ら
は
助
け
を
得
ら
れ
ず
、
幻
を
信
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ヘ
カ
ベ
は
現
実
に
直
面
す

る
こ
と
で
、
ト
ロ
イ
ア
の
激
し
い
苦
し
み
の
中
に
こ
そ
不
滅
の
輝
き
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
彼
女
は
そ
の
時
、
運
命
の
ど
ん

底
で
は
な
く
、
む
し
ろ
最
も
高
い
頂
上
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。」）
32
（

悲
劇
の
極
限
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悲
劇
の
主
人
公
と
し
て
永
遠
に
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
に
、
マ
リ
ー
は
ヘ
カ
ベ

が
運
命
の
「
最
も
高
い
頂
上
」
に
至
っ
た
、
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
周
作
人
が
取
り
上
げ
た
場
面
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

羅
念
生
は
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
訳
者
引
言
に
お
い
て
、「
こ
の
悲
惨
な
詩
歌
は
私
た
ち
の
警
戒
心
を
喚
起
し
、
私
た
ち
の
向
上
心
を
喚

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
周
作
人
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、
反
戦
的
要
素
を
論
じ
て
い
る
。「
警
戒
心
を
喚
起
す
る
」
点
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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「
こ
の
劇
が
表
現
し
て
い
る
の
は
国
が
亡
ん
だ
悲
惨
な
情
況
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
捕
虜
の
女
性
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
希
望
を
失
っ

て
お
り
、
こ
の
世
に
彼
女
た
ち
が
経
験
し
て
い
な
い
災
難
な
ど
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
こ
の
有
り
様
を
見
て
、
警
戒
す

べ
き
こ
と
を
知
る
に
違
い
な
い
。」）
33
（

そ
し
て
、
一
九
一
五
年
春
に
シ
カ
ゴ
の
劇
団
が
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
を
上
演
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
反
戦
を
呼
び
か
け
た
事
実
を

述
べ
た
上
で
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「
今
の
よ
う
な
太
平
洋
上
が
穏
や
か
で
な
い
正
に
こ
の
時
、
彼
ら
（
シ
カ
ゴ
の
劇
団
：
筆
者
）
は
再
び
こ
の
脚
本
を
上
演
す
る
と

よ
い
。」）
34
（

続
い
て
羅
念
生
は
「
向
上
心
を
喚
起
す
る
」
点
を
述
べ
る
。
ヘ
カ
ベ
が
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
亡
骸
を
前
に
語
る
場
面
を
挙
げ
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
（
捕
虜
の
女
性
た
ち
の
：
筆
者
）
無
窮
の
苦
し
み
は
一
体
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
。
老
王
妃
ヘ
カ
ベ
（H

ecuba

）
は
苦
し

み
が
極
ま
っ
た
時
、
却
っ
て
少
し
の
栄
光
を
感
じ
る
に
至
る
。
彼
女
は
語
る
。『
し
か
し
、
も
し
も
天
の
神
が
我
ら
を
奈
落
の
底

に
落
と
し
て
く
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
名
も
無
く
埋
も
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
詩
歌
の
中
で
名
声
を
得
る
こ
と
も
な
く
、

歌
っ
て
は
涙
す
る
詩
題
を
後
の
世
の
人
に
残
す
こ
と
も
無
か
っ
た
ろ
う
。』
こ
の
詩
題
は
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
、
私
た
ち
の
向
上

心
を
掻
き
た
て
得
る
に
違
い
な
い
。」）
35
（
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そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

「
も
し
も
本
当
に
、
ア
メ
リ
カ
人
が
想
像
し
た
よ
う
に
、
こ
の
悲
劇
が
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
老
王
妃
ヘ
カ
ベ

が
受
け
た
苦
し
み
は
こ
の
上
な
い
光
栄
で
は
な
い
か
。」）
36
（

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
主
人
公
と
し
て
ヘ
カ
ベ
は
不
朽
の
名
を
残
し
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
反
戦
の
力
ゆ
え
に
不
朽
の
名
作
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
軍
侵
攻
に
よ
り
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
中
国
の
人
々
も
、
苦
し
み
ゆ
え
に
不
朽
の
名
を
残
す
に
違
い
な
い
。
苦

し
み
に
耐
え
て
抗
戦
す
る
心
を
支
え
る
作
品
と
し
て
羅
念
生
は
解
釈
し
て
い
る
と
言
え
る
。
羅
念
生
の
解
釈
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知

る
こ
と
で
「
警
戒
心
を
喚
起
」
し
、
ま
た
、
悲
惨
な
情
況
に
あ
っ
て
も
名
を
残
す
こ
と
に
栄
光
を
見
出
す
こ
と
で
「
向
上
心
を
喚
起
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ヘ
カ
ベ
が
ア
ス
テ
ュ
ア
ナ
ク
ス
の
亡
骸
を
前
に
し
た
場
面
に
お
い
て
、
ヘ
カ
ベ
が
悲
劇
の
主
人
公
と
し
て

名
を
残
す
と
い
う
解
釈
は
、
周
作
人
・
羅
念
生
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
抗
戦
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
方
向
に
論
を
進
め
て
い

る
点
は
、
周
作
人
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
周
作
人
の
解
釈
の
力
点
は
、
マ
リ
ー
書
②
の
序
章
に
拠
っ
て
述
べ
た
部
分
に
置
か

れ
て
い
る
。
周
作
人
は
マ
リ
ー
の
論
に
基
づ
き
、
こ
の
悲
劇
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
中
で
、
人
類
の
哀
憐
の
精
神
を
初
め
て
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
マ
リ
ー
書
②
か
ら
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

「『
哀
憐
は
一
種
の
反
逆
の
精
神
で
あ
り
』、
そ
の
手
は
強
者
、
社
会
勢
力
、
伝
統
的
規
定
、
そ
し
て
公
認
の
神
を
拒
む
。
宗
教
及

び
政
治
上
の
反
抗
と
殉
難
の
非
常
に
多
く
は
、
皆
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
哀
憐
が
与
え
る
も
の
は
平
和
で
は
な

く
、
む
し
ろ
剣
な
の
で
あ
る
。『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
表
面
上
は
非
戦
文
学
の
よ
う
だ
か
、
し
か
し
、
そ
の
反
対
す
る
と
こ
ろ
は



82

実
は
戦
争
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
一
切
の
暴
力
・
強
迫
行
為
へ
宣
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
愛
の
文
学
で
あ
り
、
し

か
し
、
一
面
で
は
恨
み
の
文
学
で
も
あ
る
の
だ
。」）
37
（

マ
リ
ー
の
言
葉
を
踏
ま
え
、「
哀
憐
は
一
種
の
反
逆
の
精
神
で
あ
り
」、「
一
切
の
暴
力
・
強
迫
行
為
へ
宣
戦
し
て
い
る
」
と
い
う
積
極

的
な
非
暴
力
を
訴
え
た
作
品
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
愛
の
文
学
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
恨
み
の
文
学
」
で
も
あ
る
と
す

る
よ
う
に
、
単
な
る
反
戦
・
平
和
主
義
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
周
作
人
が
述
べ
た
と

い
う
「
精
神
を
高
め
る
」
要
素
と
は
、
こ
の
「
反
逆
の
精
神
」
と
し
て
の
「
哀
憐
」
と
い
う
要
素
、
そ
し
て
「
恨
み
の
文
学
」
と
し
て

の
要
素
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
周
作
人
が
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
に
読
み
取
っ
た
も
の
は
単
な
る
消
極
的
反
戦
で
は
な
く
、
ま
た
悲
劇

の
主
人
公
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
を
目
指
す
向
上
心
で
も
な
か
っ
た
。
悲
劇
に
追
い
や
ら
れ
た
者
の
「
恨
み
の
文
学
」
で
あ
り
、「
一

切
の
暴
力
・
強
迫
行
為
へ
宣
戦
す
る
」
積
極
的
な
非
暴
力
の
反
戦
の
精
神
を
歌
っ
た
文
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

羅
念
生
は
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
翻
訳
に
あ
た
り
、
周
作
人
が
用
い
た
マ
リ
ー
の
英
訳
本
（
マ
リ
ー
書
②
）
も
参
考
と
し
て
い
る
。）
38
（

そ
し
て
、
周
作
人
同
様
、
マ
リ
ー
の
序
文
を
踏
ま
え
て
、「
こ
れ
は
人
類
へ
の
同
情
を
表
現
し
た
、
文
学
史
上
最
初
の
傑
作
で
あ
り
、

も
っ
と
も
意
義
の
あ
る
脚
本
で
あ
り
、
人
間
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
リ
ー
書
②
の
序
文
に
述
べ

ら
れ
た
「
恨
み
の
文
学
」
に
つ
い
て
の
叙
述
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
羅
念
生
は
、
戦
争
の
苦
し
み
の
面
に
対
す
る
警
戒
心
、
悲
劇
の
主

人
公
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
を
目
指
す
向
上
心
を
述
べ
た
。
し
か
し
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
「
恨
み
の
文
学
」
だ
か
ら
こ
そ
精
神
を

高
め
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
周
作
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
羅
念
生
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

周
作
人
が
羅
念
生
に
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
翻
訳
を
促
し
た
の
は
、
一
九
三
七
年
七
月
に
北
京
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
羅
念
生
が
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北
京
を
脱
出
し
た
時
で
あ
る
。
抗
戦
区
に
入
っ
て
翻
訳
に
取
り
掛
か
っ
た
羅
念
生
に
と
っ
て
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
反
戦
文
学
で
あ

り
つ
つ
も
、
抗
戦
の
意
識
を
鼓
舞
す
る
要
素
が
強
く
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
抗
戦
区
へ
脱
出
し
な
か
っ
た
周
作
人
に
と

っ
て
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
は
異
な
る
意
味
を
持
っ
た
と
言
え
る
。
木
山
英
雄
氏
は
、
一
九
三
五
、
三
六
年
の
段
階
で
周
作
人
が
、
日
本

の
侵
攻
に
対
す
る
中
国
の
敗
北
を
予
期
し
た
「
必
敗
論
」
を
抱
い
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、「
軍
備
と
民
生
と
い
う
近
代
国
家
の
二

大
要
件
か
ら
民
族
の
前
途
を
卜
し
」、「
そ
こ
で
の
悲
観
は
、
国
民
党
国
家
の
軍
・
政
両
面
に
わ
た
る
抗
戦
遂
行
能
力
へ
の
ま
と
も
な
不

信
」
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
、
木
山
氏
は
指
摘
し
て
い
る）
39
（

。
す
る
と
、
周
作
人
が
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の
ト
ロ
イ
ア
に
中
国
を
重

ね
て
い
た
と
し
て
、
特
に
注
目
し
た
の
は
敗
北
と
い
う
状
況
下
の
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
七
月
、
実
際
に
北

京
が
日
本
軍
占
領
下
に
入
っ
た
時
、
ギ
リ
シ
ア
軍
占
領
下
の
ト
ロ
イ
ア
で
抵
抗
の
す
べ
も
な
く
苦
悩
す
る
女
た
ち
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま

周
作
人
自
身
の
姿
と
重
な
る
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
北
京
残
留
を
選
択
し
た
当
時
の
周
作
人
の
心
情
に
、『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
の

「
恨
み
の
文
学
」
と
い
う
要
素
が
深
い
共
感
を
呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

注（
1
）『
羅
念
生
全
集
』（
全
十
巻
）。
二
〇
〇
四
年
、
上
海
人
民
出
版
社
。

（
2
）
一
九
一
八
年
一
〇
月
、「
北
京
大
学
叢
書
之
三
」
と
し
て
上
海
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
中
国
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
で
も
あ
る
。

（
3
）
周
作
人
は
日
本
留
学
中
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
び
、
一
九
一
〇
年
以
来
、
生
涯
に
渡
っ
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
続
け
た
。

周
作
人
と
ギ
リ
シ
ア
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
周
作
人
と
ギ
リ
シ
ア
文
学―

一
九
二
一
年
に
お
け
る
転
回
を
中
心
に
」（「
東

京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
」
第
三
号
、
四
五
頁
〜
六
六
頁
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
五
日
発
行
、
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学

研
究
室
）
参
照
。

（
4
）
上
下
二
冊
。
一
九
三
五
年
二
月
、
上
海
生
活
書
店
。
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（
5
）「
宇
宙
風
」
第
二
〇
期
（
一
九
三
六
年
七
月
一
日
）

（
6
）
一
九
三
四
年
一
月
、
上
海
商
務
印
書
館
。
ヘ
ー
ロ
ー
ダ
ー
ス
の
擬
曲
と
テ
オ
ク
リ
ト
ス
の
牧
歌
の
翻
訳
。

（
7
）「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
知
堂
老
人
はA

pollodorus

の
『
書
庫
』
を
翻
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
言
う
。
こ
の
本
は
ギ
リ
シ
ア
神
話

集
の
原
書
で
あ
る
。
彼
の
訳
書
が
出
て
初
め
て
、
私
た
ち
は
本
物
の
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
を
手
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
、『
希
臘

擬
曲
』（
商
務
）
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
は
、
知
堂
老
人
の
訳
文
を
賞
賛
し
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
神
話
集
は
素
材
も
よ
く
、

訳
書
も
必
ず
や
さ
ら
に
美
し
さ
を
加
え
る
に
違
い
な
い
。」（『
羅
念
生
全
集
』
第
八
巻
、
三
〇
八
頁
）

（
8
）
後
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
翻
訳
な
ど
で
協
力
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

（
9
）
羅
念
生
訳
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
（
原
題
：
特
洛
亜
婦
女
）』（
一
九
四
四
年
、
重
慶
商
務
印
書
館
）
所
収
の
一
九
四
一
年
三
月
二
三
日
付
自
序
。

（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
三
七
頁
）

（
10
）「
談
偉
大
作
品
」。「
青
年
界
」
新
五
巻
一
期
、
総
七
七
期
所
収
。
こ
の
中
で
は
、
当
時
、
獄
中
に
あ
っ
た
周
作
人
を
気
遣
い
、
次
の
よ
う

な
言
葉
も
述
べ
て
い
る
。「
ご
老
人
（
周
作
人
：
筆
者
）
が
心
穏
や
か
で
、
鉄
窓
の
下
で
も
筆
を
折
る
こ
と
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
の
小
品
を

た
く
さ
ん
翻
訳
す
る
こ
と
を
願
う
。
彼
の
日
本
化
し
た
性
格
は
、
偉
大
な
作
品
を
好
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
。」（『
羅
念
生
全
集
』
第
八
巻
、

三
二
一
頁
）

（
11
）「
談
偉
大
作
品
」（『
羅
念
生
全
集
』
第
八
巻
、
三
二
一
頁
。）

（
12
）『
周
作
人
文
類
編
8　

希
臘
之
余
光
』（
一
九
九
八
年
、
湖
南
文
芸
出
版
社
）
二
〇
〇
頁
。

（
13
）
一
九
三
三
年
夏
、
羅
念
生
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
お
い
て
翻
訳
を
完
成
し
て
い
る
。
訳
題
は
『
伊
菲
革
涅
亜
在
陶
洛
人
』。
一

九
三
六
年
、『
依
斐
格
納
亜
』
の
書
名
で
上
海
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
。
同
年
に
は
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ペ
ル
シ
ア
人
（
訳
題
：
波
斯

人
）』、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
（
訳
題
：
俄
狄
浦
斯
王
）』
も
上
海
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
す
る
。
以
後
、
戦
時
な
が
ら
も
、

一
九
三
八
年
に
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
『
雲
（
訳
題
：
雲
）』（
長
沙
商
務
印
書
館
）、
一
九
四
〇
年
に
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
メ
デ
ィ
ア
（
訳
題
：

美
狄
亜
）』（
長
沙
商
務
印
書
館
）、
一
九
四
三
年
に
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ア
ル
ケ
ス
テ
ィ
ス
（
訳
題
：
亜
爾
刻
提
斯
）』（
重
慶
古
今
出
版
社
）、

一
九
四
四
年
に
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
（
訳
題
：
特
洛
亜
婦
女
）』（
一
九
四
四
年
、
重
慶
商
務
印
書
館
）
と
着
実
に
ギ
リ
シ
ア

悲
劇
・
喜
劇
の
翻
訳
を
続
け
た
。
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（
14
）
羅
念
生
訳
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
（
訳
題
：
特
洛
亜
婦
女
）』（
一
九
四
四
年
、
重
慶
商
務
印
書
館
）
に
は
一
九
四
一
年
三
月
二
三
日
付
自
序

（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
三
七-

二
三
八
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
八
月
九
日
付
の
自
跋
（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、

二
三
八
頁
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
翻
訳
原
稿
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
以
前
に
既
に
商
務
印
書
館
に
印
刷
の
た
め
渡
し

た
。
不
幸
に
も
香
港
が
災
難
に
会
っ
た
た
め
、
今
日
、
再
び
写
し
て
印
刷
し
、
更
に
修
正
も
加
え
た
。」

（
15
）Gilbert M

urray

（1866
-
1957

）：
イ
ギ
リ
ス
の
西
洋
古
典
学
者
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
。

（
16
）
一
九
一
三
年
、W

illiam
s and N

orgate, London

。
周
作
人
「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」
に
お
い
て
同
書
に
基
づ
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
周
作
人
の
日
記
、
一
九
二
〇
年
一
月
の
購
入
書
目
に
同
書
が
見
ら
れ
る
。

（
17
）
一
九
〇
五
年
、George A

llen &
 U
nw
in ltd., London

。
周
作
人
「
ト
ロ
イ
ア
の
女
」
に
お
い
て
同
書
に
基
づ
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
周
作
人
の
日
記
、
一
九
一
七
年
一
一
月
購
入
書
目
に
「
ユ
リ
ピ
デ
ス
劇
一
種
、
ム
ー
レ
エ
」
と
あ
る
の
が
、
同
書
の
こ

と
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
18
）
羅
は
一
九
四
一
年
の
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
自
序
（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
三
七-

二
三
八
頁
）
で
、
訳
者
引
言
執
筆
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
翻
訳
の
底
本
と
し
たT

yrrell
の
引
言
は
短
く
、
し
か
も
版
本
問
題
に
し
か
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
訳
者
が
あ

れ
こ
れ
資
料
を
探
し
て
書
き
あ
げ
る
ほ
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
訳
者
引
言
の
末
尾
に
「
本
文
参
考
書
」
の
一
冊
と
し
て
マ
リ
ー

書
②
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
九
頁
）

（
19
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。
マ
リ
ー
書
①
の
対
応
個
所
は
次
の
通
り
。
“But 

w
e can be sure that T

hucydides took the w
ar on M

elos as the great typical exam
ple of the principles on w

hich 
the A

thenian w
ar party w

ere led to act in the later part of the w
ar ; w

e can go further and be alm
ost sure that he 

selected it as a type of sin leading to punishm
ent ̶

 that sin of 

“Hubris

” or Pride w
hich according to Greek ideas 

w
as associated w

ith som
e heaven-sent blindness and pointed straight to a fall.

”（
一
二
七-

一
二
八
頁
）

（
20
）
同
上
。
マ
リ
ー
書
①
の
対
応
個
所
は
次
の
通
り
。
“Euripides m

ust have been brooding on the crim
e of M

elos during the 
autum

n and w
inter. In the spring, w

hen the great fl eet w
as still getting ready to sail, he produced a strange play, 
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（
中
略
）It w

as called The Trojan W
om

en, and it tells of the proudest conquest w
rought by Greek arm

s in legend, the 
taking of T

roy by the arm
ies of A

gam
em
non. But it tells the old legend in a peculiar w

ay. Slow
ly, refl ectively, w

ith 
little stir of blood, w

e are m
ade to look at the great glory, until w

e see not glory at all but sham
e and blindness and 

a w
orld sw

allow
ed up in night.

”（
一
三
〇-

一
三
一
頁
）

　
　

マ
リ
ー
書
②
の
対
応
個
所
は
次
の
通
り
。
“Melos fell in the autum

n of 416 B. C. T
he T

roades w
as produced in the 

follow
ing spring. A

nd w
hile the gods of the prologue w

ere prophesying destruction at sea for the sackers of T
roy, 

the fl eet of the sackers of M
êlos fl ushed w

ith conquest and m
arked by a slight but unforgettable taint of sacrilege, 

w
as actually preparing to set sail for its fatal enterprise against Sicily.

”（
六
頁
）

（
21
）『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
四
頁
。

（
22
）
同
上
二
六
四
頁
。

（
23
）
同
上
二
六
五
頁
。

（
24
）
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』
カ
サ
ン
ド
ラ
の
台
詞
。
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
で
は
第
四
〇
〇
〜
四
〇
二
行
。

（
25
）『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
二
六
五-
二
六
六
頁
。

（
26
）
周
作
人
は
「
北
大
的
支
路
」（
一
九
三
〇
年
十
二
月
十
一
日
作
、『
苦
竹
雑
記
』
所
収
）
に
お
い
て
「
日
本
は
小
さ
な
ギ
リ
シ
ア
と
呼
ば
れ
、

そ
の
特
色
は
確
か
に
ギ
リ
シ
ア
に
似
た
部
分
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（『
周
作
人
文
類
編
4　

人
与
虫
』
七
二
八
頁
）。
こ
れ
は
、「
生

活
之
芸
術
」（
一
九
二
四
年
十
一
月
）
や
「
藹
利
斯
的
話
」（
一
九
二
四
年
二
月
）
な
ど
で
引
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
性
心
理
学
者
Ｈ
・
エ
リ

ス
（1859

-
1939

）
の
“Affi  rm

ation

” ‘St. Francis and others ’

を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
る
。「
懐
東
京
」（
一
九
三
六
年
九
月
一

六
日
、『
宇
宙
風
』
第
二
五
期
、『
瓜
豆
集
』
所
収
）
で
は
、
同
書
か
ら
日
本
人
を
「
時
代
と
風
土
を
異
に
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
述
べ
た

部
分
を
引
用
し
て
い
る
（『
周
作
人
文
類
編
７　

日
本
管
窺
』
七
二̶
七
三
頁
）。

（
27
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。

（
28
）
マ
リ
ー
書
①
の
一
七
頁
、
お
よ
び
マ
リ
ー
書
②
の
一
三
二
頁
に
見
ら
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
で
は
第
九
五
〜
九
七
行
。

　
　
　
「
お
ま
え
た
ち
は
、
何
と
愚
か
な
こ
と
か
。
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お
ま
え
た
ち
、
町
を
踏
み
荒
ら
し
た
者
よ
。

　
　
　

神
の
社
を
毀
ち
、

　
　
　

死
し
た
る
者
の
静
か
な
る
霊
廟
の

　
　
　

墓
を
踏
み
壊
し
た
人
々
よ
、

　
　
　

お
ま
え
た
ち
自
ら
も
い
ず
れ
は
死
す
べ
き
者
な
の
だ
。」

　
　
　

以
上
は
、
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）
に
よ
る
。

（
29
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。
マ
リ
ー
書
①
の
対
応
箇
所
は
次
の
通
り
。 

“This scene, w
ith the parting betw

een A
ndrom

ache and the child w
hich follow

s, seem
s to m

e perhaps the m
ost 

absolutely heart-rending in all the tragic literature of the w
orld.  A

fter rising from
 it one understands A

ristotle ’s 
judgm

ent of Euripides as 
“the m
ost tragic of the poets.

””（
一
三
五
頁
）

（
30
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。
マ
リ
ー
書
①
の
対
応
箇
所
は
次
の
通
り
。
“The 

action w
orks up fi rst to a great em

pty scene w
here the child ’s body is brought back to the grandm

other, H
ecuba, 

for the funeral rites. A
 solitary old w

om
an w

ith a dead child in her arm
s;

”（
一
三
五
頁
）

（
31
）
マ
リ
ー
書
②
の
対
応
箇
所
は
次
の
通
り
。

　
　
　

“̶̶
A
ll is w

ell.

　
　
　

H
ad he not turned us in H

is hand, and thrust

　
　
　

O
ur high things low

 and shook our hills as dust,

　
　
　

W
e had not been this splendour, and our w

rong

　
　
　

A
n everlasting m

usic for the song

　
　
　

O
f earth and heaven !

”（
七
二
頁
）

　
　
　

マ
リ
ー
の
翻
訳
は
若
干
訳
し
過
ぎ
の
感
が
あ
る
が
、
周
作
人
は
こ
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
で
は
第
一
二
四
二
〜
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一
二
四
五
行
。

（
32
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。
マ
リ
ー
書
①
の
対
応
個
所
は
次
の
通
り
。
“Out 

of the noise and sham
e of battle there has com

e D
eath the m

ost H
oly and taken them

 to his peace. N
o friend 

am
ong the dead, no help in God, no illusion anyw

here, H
ecuba faces T

hat W
hich Is and fi nds som

ew
here, in the 

very intensity of T
roy

's affl  iction, a splendour w
hich cannot die. She has reached in som

e sense not the bottom
, 

but the crow
ning peak of her fortunes.

”（
一
三
六
頁
）

（
33
）『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
六
頁
。

（
34
）
同
上
。

（
35
）
同
上
。

（
36
）
同
上
。

（
37
）
周
作
人
「
忒
羅
亜
的
婦
女
」（「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
第
八
号
、
一
九
二
四
年
八
月
）。
マ
リ
ー
書
②
の
対
応
箇
所
は
次
の
通
り
。 

“This tragedy is perhaps, in European literature, the first great expression of the spirit of pity for m
ankind exalted 

into a m
oving principle; a principle w

hich has m
ade the m

ost precious, and possibly the m
ost destructive, elem

ents 
of innum

erable rebellions, revolutions, and m
artyrdom

s, and of at least tw
o great religions. Pity is a rebel passion. 

Its hand is against the strong, against the organised force of society, against conventional sanctions and accepted 
Gods. It is the K

ingdom
 of H

eaven w
ithin us fi ghting against the brute pow

ers of the w
orld; and it is apt to have 

those qualities of unreason, of contem
pt for the counting of costs and the balancing of sacrifi ces, of recklessness, 

and even, in the last resort, of ruthlessness, w
hich so often m

ark the paths of heavenly things and the doings of the 
children of light.  It brings not peace, but a sw

ord.

”（
七
頁
）

（
38
）
訳
者
引
言
の
末
尾
に
「
本
文
参
考
書
」
の
一
冊
と
し
て
マ
リ
ー
書
②
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（『
羅
念
生
全
集
』
第
三
巻
、
二
六
九
頁
）

（
39
）
木
山
英
雄
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」
の
顛
末
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
五
頁
。


